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【研究要旨】 

眼類天疱瘡は結膜嚢短縮、瞼球癒着をきたして高度の視力低下に陥る予後不良の疾患

である。眼類天疱瘡は粘膜類天疱瘡の亜型とされるが、近年、Dipeptidyl peptidase-4 

（DPP-4）阻害薬関連類天疱瘡の発症報告が散見される。京都府立医科大学眼科に受診し、

眼類天疱瘡と診断した症例のうち DPP-4 阻害薬投与歴のある症例について眼所見および

経過を後ろ向きに検討した。2 症例が診断され、いずれも 60 歳以上の高齢者で結膜充血

を伴って、両眼性に結膜嚢短縮、瞼球癒着が進行した。DPP-4阻害薬の中止と粘膜類天疱

瘡の治療により進行が緩徐となった。DPP-4阻害薬は糖尿病治療薬として使用される頻度

が高く、眼類天疱瘡の臨床所見を呈する患者では、糖尿病の有無と DPP-4阻害薬の使用歴

の問診が必要である。 
 
 

Ａ．研究目的 

眼類天疱瘡は、自覚症状が乏しいままに

両眼性の慢性結膜炎として始まり、睫毛乱

生、結膜嚢の線維化が緩徐に進行する。し

だいに結膜嚢の短縮、高度ドライアイをき

たし、角膜混濁、血管侵入が進行、角化を

伴った高度の瞼球癒着に至って失明する。 

眼類天疱瘡は粘膜類天疱瘡の亜型とされ

るが、極めてまれな疾患であることから気

づかれにくく、症状が進行してから治療を

行うことが少なくない。一方で近年、糖尿

病治療薬である Dipeptidyl peptidase-4 

（DPP-4）阻害薬関連類天疱瘡の発症報告

が散見される。DPP-4阻害薬が関連する眼

類天疱瘡の臨床経過を検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

京都府立医科大学眼科に受診し、眼類天

39



 

 

疱瘡と診断した症例のなかで DPP-4阻害薬

投与歴を有する２症例について眼所見、経

過、予後を後ろ向きに検討した。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行うこととする。また個人情報の漏洩防

止、患者への研究参加への説明と同意の取

得を徹底する。。 

 

Ｃ．研究結果 

2症例があり、症例 1 は 64歳男性、慢

性結膜炎および瞼球癒着の治療目的で紹介

となった。初診時に両眼の結膜充血、瞼球

癒着、内反症を認め、臨床所見が眼類天疱

瘡に矛盾しなかった。前医皮膚科の検査

で、血中抗 BP180抗体が軽度上昇を認め

た。DPP-4阻害薬内服を中止、ステロイド

パルス療法および免疫グロブリン静注療法

を施行した。左眼角膜上皮形成術および羊

膜移植術、内反症手術を施行し、経過良好

である。症例 2は 75歳男性。近医より高

度ドライアイの治療目的で紹介受診となっ

た。涙点プラグ挿入するも、点状表層角膜

炎が遷延し、経過中に瞼球癒着が出現およ

び結膜嚢短縮が進行した。抗 BP180抗体は

陰性であった。DPP-4阻害薬の内服中であ

り、臨床所見が眼類天疱瘡に矛盾せず、

DPP-4阻害薬を中止したところ、悪化が緩

徐となった。 

 

Ｄ．考察 

DPP-4阻害薬は、本邦の 2型糖尿病治療

に多く使用されているが、DPP-4阻害薬に

よる重篤な眼粘膜症状が生じる危険性につ

いては十分に知られていない。DPP-4阻害

薬の中止が、悪化を緩徐にする可能性が高

く、眼類天疱瘡を疑う患者では糖尿病の有

無と DPP-4阻害薬の使用歴の問診が必要で

ある。 

 

Ｅ．結論 

眼類天疱瘡の臨床所見を呈する患者で

は、糖尿病の有無と DPP-4阻害薬の使用歴

の問診および慎重な眼科的観察が必要であ

る。 
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